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4 年ぶり　岡垣町議会住民懇談会「議員と語ろう」を開催

■第１ラウンド　「岡垣町の公共交通について」

■第２ラウンド　「利便性の向上について」

日　時：令和５年10月５日（木）午後７時から午後９時（東部公民館）
参加者：31人（アンケート協力者25人）
　　　　40歳代５人　50歳代３人　60歳代５人　70歳代 10人　80歳以上２人

最初はどのテーブルも緊張

総合司会は平山委員長

前半の勢いのまま後半へ

だんだん慣れてきて

森山議長の挨拶で開会

議員も熱心に

恒例のじゃんけん大会で
リラックス

あっという間の１時間

どのテーブルも和やかに

たくさん意見が出されたベスト３

第１位　路線の拡充などしてほしい　26人

第２位　デマンドタクシーが不便　11人

第３位　バス停まで遠い、バス停を設置してほしい　９人

第１Ｒ

テーマ　「公共交通について」
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たくさん意見が出されたベスト３

第１位　路線の変更など　12人

第２位　コミュニティの活用など　11人

第３位　企業誘致などで税収を上げる　７人

　どのテーブルもたくさんの意見が出され、みんなで公共交通について
考えることができました。どの意見が正しい、間違いはありません。み
なさんの意見は全ての議員と町長をはじめとする執行部と共有しました。

Q 今回の参加は？
　初めて参加した…… 18人
　２回目以上…………… ７人

Q 今後の開催は？
　開催してほしい…… 22人
　　・�議員の思っていることが聞ける。

　開催しなくてよい…… ０人
　無記入………………… ３人
　　・夕方は出たくないため。

Q 今日の懇談会は？
　良かった…………… 21人
　　・�他地区の事情がわかったので、

本質的な解決ができるといい
なと思った。

　悪かった……………… ０人
　無記入………………… ４人
　　・�運営をもう少し円滑にしたら

いいと思います。

Q また参加したい？
　参加したい………… 19人
　　・�議員へ要望など直接伝えるこ

とができた。

　参加したくない……… ２人
　無記入………………… ４人
　　・時間が長いです。

～その他の自由意見～
・�意見を精査して、できる限り実現に向けた方策を練ってい
ただきたい。
・�町政を超え、国政までも関わる問題だと思った。個人の声
を出さないと、国に声が届かないのだなとしみじみ感じた。

各テーブルからまとめの発表

三角副議長の挨拶で閉会

広報委員会が
集約したよ

第２Ｒ

参加されたみなさんの声 ～アンケート結果～

右記の QR コードを読み取ると、住民懇談会
「議員と語ろう」報告書につながるよ！
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Q　�審議会を設置する最大の理由は何ですか。
A　�小学校・中学校ともに校舎などが老朽化して

います。その中で、岡垣中学校は、築 62 年
を経過しています。そのため、まずは、岡垣
中学校の整備にあわせた学校施設適正配置の
検討をしていくために、審議会を設置したい
と考えています。

Q　�児童生徒の声が反映されるように、審議会の
委員になることは可能ですか。

A　�児童生徒が審議会の委員になることは難しい
ため、審議会とは別の場で意見を聞きたいと
考えています。

Q　�マイナンバーカードとスマートフォンを連携させ
た場合、機種変更や修理に出す際、自分自身で電
子証明書の失効続きや一時停止をしなければ、第
三者へ情報が漏洩してしまう可能性があります。
住民に、周知すべきではないですか。

A　�現在もチラシを配布するなど、様々な啓発を行って
います。引き続き啓発に取り組んでいきたいと考え
ています。

★ Point
審議会の委員は、識見がある方、自治区長会、PTA、
校区コミュニティ、校長会、議会などから選出され構
成されます。

小中学校の校舎などの老朽化が進んでいます。審議会を設置して、今後の小学校と中学校の整
備や配置について検討します。

マイナンバーカードをスマートフォンに連携させると、スマートフォン（アンドロイドのみ）を
使って、コンビニエンスストアから印鑑登録証明書などの証明書が発行できるようになります。

岡垣町学校施設適正配置検討審議会を設置へ

岡垣町印鑑条例の一部が改正されます

12 月定例会の主な議案

将来の子どもたちや利便性の向上に向けて
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Q　�給付の予定は、いつ頃になりますか。
A　�令和５年 12 月下旬頃、対象者に確認書を

送付します。返信後、速やかに振込手続き
を行います。

Q　�町独自の支援は何か考えていますか。
A　�財源の総額については、おおよその把握は

できています。しかし、それをどうやって
物価高騰対策に使っていくかを検討してい
ます。

Q　�どのような改修がされますか。
A　�いちご食堂の再開に向けて、子ども連れが

訪れやすいようなキッズコーナー、授乳室
設置の改修工事を行います。また、子ども
連れ以外の利用者にも配慮した配置にした
いと考えています。

Q　�公募事業者が、令和７年度に新たな認可保
育所を開設する予定ですが、どの場所を予
定しているのですか。

A　�町有地である乳垂荘隣接の多目的広場、旧
集いの家跡地を整備候補地としています。
土地の賃借に伴い、敷地面積などを確定す
る必要があるため、測量委託料を補正予算
に計上しました。

Q　�100 万円の予算で、全部に手すりが設置で
きるのですか。

A　�１月に、現地の詳細調査を行います。約
100 メートルの坂なので、今回は下の方か
ら半分程度手すりを設置していきます。

　　�道路利用者の
方の反応を見
ながら、手す
りを延ばして
いきたいと考
えています。

住民税非課税世帯に７万円給付
� ２億 8220万円

サンリーアイの改修工事
� 800万円

認可保育所の開設に向けて
� 270万円

東松原の坂道に手すりを設置
� 100万円

物価高騰対策として、住民税非課税世帯１
世帯あたりに７万円を給付します。

いちご食堂の再開に向けての改修工事を行
い、キッズスペースも設置します。

公募事業者が、町有地に保育所を建設する
ため、町が測量調査を行います。

赤井手交差点から高陽台に上っていく坂道
に手すりを設置します。

令和５年度一般会計補正予算　３億 8900 万円増額へ

交通安全、子育て支援、物価高騰対策など
４つの主な事業を紹介
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会議録 議会中継

検索は
こちらから

議
案
等
号
数

内　　　容

＊文言は一部、議案の正式名称ではなく分かりやすく表記しています

採
決
日

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

結果

三
角
　
善
彦

細
山
田
　
修

安
里
　
雅
恵

三
隈
千
恵
子

廣
渡
　
裕
次

川
地
　
啓
輔

谷
口
　
貴
之

横
山
　
貴
子

平
山
　
正
法

神
崎
　
宣
昭

太
田
　
　
強

広
渡
　
輝
男

議案 68 岡垣町固定資産評価審査委員会委員の選任について（高瀬氏） 12/8 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 69
岡垣町学校施設適正配置検討審議会、岡垣町いじめ問
題再調査委員会、岡垣町いじめ防止等対策委員会を設
置するための条例改正です ( 関連４ページ）

12/20 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 70
スマートフォンを利用してコンビニエンスストアなど
のマルチコピー機から印鑑登録証明書の発行ができる
ようにするための条例改正です（関連４ページ）

12/20 賛成多数
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

議案 71
空家等対策の推進に関する特別措置法の一部を改正す
る法律の規定が整理されたため町の条例も整理する条
例改正です

12/20 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 72 地下水の保全に関する条例を制定します 12/20 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 73 太陽光発電事業等に関する条例を制定します 12/20 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 74 令和５年度　岡垣町一般会計補正予算（第５号）（関

連５ページ） 12/20 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 75 令和５年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第１号） 12/20 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 76 令和５年度　岡垣町下水道事業会計補正予算（第１号） 12/20 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 77 障害者支援センターさくらを社会福祉法人桃李会に無

償譲渡します 12/20 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 78 海老津駅前第２駐車場の管理をシルバー人材センター
に指定します 12/20 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 79 中学校に電子黒板などを整備するための契約です 12/8 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 80 出産する被保険者の産前産後期間相当分の国民健康保

険税を減額するための条例改正です 12/20 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 81 令和５年度　岡垣町一般会計補正予算（第６号）（関
連５ページ） 12/20 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は地方自治法の規定により議決には加わりません

議決の状況について
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知
らせします。

日付 委員会等 議題等
10月25日
～ 27日 文教厚生 行政視察研修（宮城県白石市・

名取市・利府町）

11月2日 議会広報（協） 行政視察研修について

11月8日
～ 10日 議会広報 行政視察研修（埼玉県鳩山町・

鶴ヶ島市・坂戸市）

11月21日 研修会 議会広報研修

11月27日 議会運営 第４回定例会運営

12月8日
～ 20日

第４回定例会
（13日間）

本会議・一般質問・委員会・
全員協議会

12月27日 議会広報 議会だより編集

1月5日 議会広報 議会だより編集

議 会 の 動 き
次回定例会は
３月１日（金）

開会の予定です
傍聴または議会中継でどうぞ

6賛成反対表（一覧表）・議会の動き
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議会の HP から録
画データを視聴で
きます
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し
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多
く
の
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に
ご
利
用
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に
、
実
態
を
把
握
し
な
が
ら
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
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谷
たに

口
ぐち

　貴
たか

之
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 議員

ページ 議員氏名 通告書タイトル

7 谷口　貴之 　１．活力ある岡垣町について
　２．児童生徒の運動能力について

8 廣渡　裕次 　１．岡垣町消防団の活動について
　２．農業の担い手について

8 川地　啓輔 　１．教育行政について（その２）

9 細山田　修

◇１．�町民が運動・スポーツに親しむきっかけづく
りについて

　２．児童生徒の体力と泳力の向上について
◇３．防災・減災について

9 平山　正法 　１．自転車利用の安全対策について
◇２．自治体ＤＸについて

10 三隈千恵子 　１．自治区について

10 三角　善彦
　１．�学校教育環境の安心安全のため、課題を行政

と共有するために
　２．福岡県が推進するワンヘルスの取組について

11 安里　雅恵 　１．命を守るために
　２．中学校の部活動について

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です

7 町政を問う　一般質問
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川
地

学
校
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検
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に
、
築
62
年
の
岡
垣
中
学
校
の
建
替
え
だ
け

で
な
く
、
小
中
一
貫
校
や
今
後
の
中
学
校
と

小
学
校
の
整
備
や
配
置
に
つ
い
て
の
基
本
方

針
も
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、町
長
・

教
育
長
の
今
後
の
適
正
配
置
に
対
し
て
の
考

え
や
思
い
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長

子
ど
も
た
ち
に
最
適
で
質
の
高
い
教

育
を
提
供
す
る
こ
と
を
第
一
に
、
今
後
の

児
童
生
徒
数
の
減
少
な
ど
も
考
慮
し
な
が

ら
、
施
設
の
適
正
な
規
模
や
配
置
に
つ
い
て

検
証
し
、
将
来
的
な
学
校
施
設
の
あ
り
方
を

見
据
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
学
校
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
に
も
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
町
の
人
口
推
移
や
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
地
域
活
動
へ
の
影
響
な
ど
も
勘
案
し

た
、
広
く
慎
重
な
協
議
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
ま
す
。

教
育
長

学
校
教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
、
そ
の
影
響
は
多
岐
に
わ

た
り
、
学
校
教
育
の
目
的
や
目
標
を
達
成
す

る
た
め
、
将
来
に
お
け
る
子
ど
も
の
教
育
環

境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
中
心
に
据
え
、
適

正
配
置
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

廣
渡

地
域
で
の
消
火
活
動
や
行
方
不
明
者

の
捜
索
、
大
雨
が
降
っ
た
時
は
洪
水
被
害
が

酷
く
な
ら
な
い
よ
う
に
土
の
う
を
積
み
上
げ

た
り
、
火
災
現
場
を
想
定
し
た
ポ
ン
プ
車
操

法
訓
練
な
ど
を
受
け
て
い
る
と
て
も
心
強
い

組
織
で
す
。
近
年
は
消
防
団
員
の
成
り
手
が

少
な
く
、
定
数
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長

消
防
団
は
、
我
が
町
の
安
全
・
安
心

を
支
え
て
い
る
重
要
な
存
在
で
す
。
現
在

は
、
定
数
１
１
２
名
を
下
回
り
93
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

廣
渡

消
防
団
員
の
募
集
や
消
防
団
組
織
制

度
、
訓
練
な
ど
の
見
直
し
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
。

町
長

平
成
25
年
に
地
域
防
災
力
の
充
実
強

化
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
報
酬
な
ど

の
処
遇
改
善
、
幅
広
い
住
民
の
入
団
促
進
の

た
め
に
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
お
か

が
き
で
の
紹
介
、
消
防
団
協
力
事
業
所
制
度

の
見
直
し
や
ポ
ン
プ
車
操
法
訓
練
の
日
数
の

減
少
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

廣
渡

農
業
の
担
い
手
に
つ
い
て
兼
業
農
家

と
小
規
模
の
農
家
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

議員

議員

町長

町長

学
校
施
設
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

消
防
団
員
の
確
保
は

広
く
慎
重
な
協
議
を
求
め
る

処
遇
改
善
を
進
め
て
い
く

川
地

将
来
的
に
少
子
化
が
教
育
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

教
育
長

集
団
の
中
で
多
様
な
考
え
に
触

れ
、
社
会
性
や
規
範
意
識
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
が

続
け
ば
、
各
学
年
の
学
級
数
の
減
少
や
複
式

学
級
化
な
ど
が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
環
境
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
検
証
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

町
長

令
和
５
年
４
月
１
日
に
「
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
、
兼
業
農
家
や
農
作
業
受

託
組
織
に
つ
い
て
も
「
地
域
計
画
」
へ
位
置

づ
け
が
可
能
と
な
り
国
の
支
援
策
も
活
用
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
地
域

計
画
」
の
策
定
は
、
小
規
模
農
家
な
ど
を
含

む
農
業
者
が
主
役
と
な
る
計
画
に
な
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

川
かわ

地
ち

　啓
けい

輔
すけ

 議員

廣
ひろ

渡
わたり

　裕
ゆう

次
じ

 議員

築 62 年の岡垣中学校校舎

出初式の祝賀放水（令和５年）

8町政を問う　一般質問



海老津小学校の運動会
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

平
山

令
和
５
年
４
月
か
ら
改
正
道
路
交
通

法
の
施
行
に
伴
い
、
自
転
車
に
乗
る
全
て
の

人
を
対
象
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力

義
務
と
な
り
ま
し
た
。
自
転
車
通
学
を
し
て

い
る
生
徒
は
、
以
前
か
ら
登
下
校
中
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
で
の
交
通
安
全
教
育
の
徹
底
や

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
の
意
識
啓
発
な
ど
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

教
育
長

学
校
で
は
、
児
童
生
徒
の
安
全
を

守
る
た
め
、
児
童
生
徒
自
ら
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
交
通
事
故
防
止
に

向
け
て
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

中
学
校
で
の
自
転
車
通
学
者
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
を
徹
底
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
通

学
時
以
外
の
着
用
に
つ
い
て
は
、
校
長
会
を

通
じ
て
児
童
生
徒
へ
の
指
導
と
と
も
に
保
護

者
に
注
意
喚
起
を
促
す
な
ど
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

平
山

中
学
校
の
学
校
指
定
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
場
合
、
家
に
帰
っ
て
遊
び
に
行
く
際
に
着

用
し
て
い
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。
ダ
サ
い
か

ら
と
い
う
の
が
理
由
で
す
。
中
学
校
で
も
、

議員
教育長

学
校
の
交
通
安
全
教
育
は

発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
を
し
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
選
択
で

き
る
よ
う
に
検
討
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

教
育
長

通
学
時
に
限
ら
ず
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
率
の
向
上
も
必
要
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
価
格
面
や
学
校
に
よ
る

安
全
性
の
確
認
、
盗
難
な
ど
の
課
題
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
着
用
率
向
上
を
含
め
て
、
学

校
に
お
い
て
選
択
制
の
導
入
な
ど
柔
軟
な
対

応
に
つ
い
て
検
証
す
る
よ
う
指
示
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

細
山
田

小
中
学
生
の
新
体
力
テ
ス
ト
項
目

に
は
、
握
力
や
上
体
起
こ
し
な
ど
８
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
10
月
初
頭
に
、
文
科
省
が
昨
年

度
の
新
体
力
テ
ス
ト
、
運
動
習
慣
調
査
結
果

を
公
表
し
ま
し
た
。
岡
垣
町
の
結
果
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
長

本
町
の
児
童
生
徒
は
全
国
や
県
平

均
に
対
し
て
、
小
中
学
生
の
男
女
と
も
や
や

下
回
っ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、
各

学
校
の
体
育
主
任
で
構
成
す
る
体
力
向
上
推

進
委
員
会
を
組
織
し
、
町
全
体
の
結
果
分
析

や
取
組
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
体
育
授
業
の
充
実
改
善
と
日

常
的
な
運
動
習
慣
の
確
立
を
ポ
イ
ン
ト
に
体

力
向
上
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
継
続
し
た
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

細
山
田

泳
力
は
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
こ
と
や
、
体
力
向
上
を
図
る
上
で
大
切
な

運
動
能
力
で
す
。
技
術
取
得
に
は
、
効
果
的

か
つ
効
率
的
な
学
習
や
学
び
が
必
要
で
す
。

岡
垣
町
で
は
、
児
童
生
徒
の
泳
力
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

各
小
中
学
校
で
は
、
授
業
の
最
初

と
最
後
で
個
人
の
水
泳
の
伸
び
を
記
録
し
て

議員
教育長

児
童
生
徒
の
体
力
向
上
を

体
力
向
上
プ
ラ
ン
を
作
成
し
継
続

適
切
に
評
価
し
、
中
学
３
年
生
で
は
概
ね
７

割
か
ら
８
割
が
25
メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ
ま
す
。

細
山
田

岡
垣
町
で
も
過
去
に
水
の
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
救
助
が
来
る
ま

で
あ
お
む
け
に
浮
い
て
い
て
命
が
助
か
っ
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
小
中
学
校
の
水
泳
の
時

間
で
、
着
衣
水
泳
は
実
施
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

本
町
の
学
校
で
は
、
各
学
校
の
規

模
や
実
態
に
応
じ
て
外
部
の
専
門
指
導
員
を

活
用
す
る
な
ど
、
可
能
な
範
囲
内
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

細
ほそ

山
やま

田
だ

　修
おさむ

 議員

平
ひら

山
やま

　正
まさ

法
のり

 議員
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三
角

岡
垣
中
学
校
の
建
替
え
が
町
の
政
治

課
題
に
上
が
り
ま
し
た
。
小
中
一
貫
校
と
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
セ
ッ
ト
で
議
論
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

教
育
長

令
和
６
年
度
よ
り
学
校
施
設
適
正

配
置
検
討
審
議
会
で
岡
垣
中
学
校
の
建
替
え

等
の
議
論
が
始
ま
り
ま
す
が
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
は
社
会
情
勢
の
変
化
や
学
校
施
設
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
す
る
場
合
に
は
改
め
て
検

討
し
ま
す
。

三
角

通
学
路
の
整
備
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

野
生
鳥
獣
、
不
審
者
な
ど
あ
ら
ゆ
る
環
境
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。

教
育
長

学
校
だ
け
で
な
く
家
庭
と
と
も
に

児
童
生
徒
へ
の
安
全
教
育
を
徹
底
し
自
ら
が

安
全
を
確
保
で
き
る
力
を
養
う
ほ
か
、
通
学

路
の
点
検
な
ど
を
学
校
と
地
域
で
連
携
し
、

確
実
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
野
生
鳥
獣
や
不

審
者
へ
の
対
応
は
、
児
童
生
徒
に
基
本
的
な

対
処
方
法
を
日
頃
か
ら
指
導
す
る
と
と
も
に

関
係
各
課
と
連
携
を
図
り
、
で
ん
た
つ
く
ん

な
ど
を
通
し
て
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
角

福
岡
県
が
推
進
す
る『
ワ
ン
ヘ
ル
ス
』

の
推
進
宣
言
の
表
明
を
求
め
ま
す
。

三
隈

岡
垣
町
で
は
56
の
自
治
区
が
あ
り
ま

す
。
私
も
自
治
区
の
役
員
を
し
て
い
ま
す

が
、
行
事
な
ど
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
負
担
が

多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
他
の
役
員
か
ら
も

同
じ
よ
う
な
声
が
出
て
い
ま
す
。
自
治
区
を

持
続
さ
せ
る
た
め
に
、
町
は
ど
の
よ
う
に
支

援
を
し
て
い
く
の
で
す
か
。

町
長

令
和
４
年
度
、
自
治
区
の
課
題
を
詳

細
に
把
握
す
る
自
治
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
①
広
報
お
か
が
き
の
配

布
を
町
が
直
接
行
う
こ
と
、
②
業
務
委
託
料

を
減
額
せ
ず
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
、
③

防
犯
灯
の
電
気
代
の
一
部
を
補
助
す
る
こ

と
、
④
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ボ
ッ
ク
ス
購

入
な
ど
を
補
助
す
る
こ
と
、
⑤
一
部
の
募
金

に
つ
い
て
自
治
区
で
の
と
り
ま
と
め
を
廃
止

す
る
こ
と
。
以
上
の
５
点
を
具
体
的
な
見
直

し
項
目
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
継

続
的
に
自
治
区
長
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

三
隈

防
犯
灯
は
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
で
す
。

一
部
の
補
助
と
は
言
わ
ず
、
維
持
・
管
理
に

つ
い
て
は
町
が
全
額
負
担
す
べ
き
で
は
な
い

で
す
か
。

町
長

防
犯
灯
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と

議員

議員

教育長

町長

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
を

自
治
区
へ
の
今
後
の
支
援
は

今
現
在
は
考
え
て
い
な
い

区
長
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

検
討
す
る

町
長

県
と
連
携
し
な
が
ら
施
策
の
横
展
開

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
、
宣
言
を
行
う

方
向
で
前
向
き
に
考
え
て
い
ま
す
。

三
角

吉
木
学
童
保
育
所
の
出
欠
連
絡
ア
プ

リ
の
小
中
学
校
へ
の
導
入
を
求
め
ま
す
。

教
育
長

試
験
的
な
導
入
に
よ
り
利
便
性
の

向
上
が
図
れ
る
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
と
学

校
と
の
連
絡
が
迅
速
か
つ
よ
り
確
実
な
も
の

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
本
格
的
な
運

用
に
移
れ
る
よ
う
に
進
め
ま
す
。

が
、
自
治
区
の
存
在
意
義
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
意
見
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
全
て
の
防
犯
灯
を
町
が
所
有
す
る
こ
と

に
な
る
と
、
未
加
入
者
の
増
加
に
つ
な
が
る

懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
自
治
区
長
会
の
役
員
と
も
協

議
を
し
て
、
現
在
の
防
犯
灯
の
設
置
は
２
分

の
１
を
町
が
補
助
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と

同
等
の
電
気
代
２
分
の
１
相
当
を
町
が
補
助

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
み

隈
くま

　千
ち

恵
え

子
こ

 議員

三
み

角
すみ

　善
よし

彦
ひこ

 議員

推進宣言の表明を

ふれあいサロンの様子
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プ
ロ
が
見
た

�

議
会
だ
よ
り
お
か
が
き

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
応
募

　
（
議
会
広
報
研
修
会
）

�

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

日
付　

11
月
21
日

　

場
所　

博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル

　

講
師　

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

�

長
岡　

光
弘　
氏

　
　

・�

少
な
い
ペ
ー
ジ
数
で
上
手
く
ま
と
め

て
い
る

　
　

・�

概
要
、
討
論
、
賛
成
反
対
表
、
一
般

質
問
と
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ
る

　
　

・�

討
論
は
条
例
改
正
の
内
容
ま
で
入
れ

て
い
る
の
で
、
住
民
が
読
ん
で
も
わ

か
り
や
す
い

　
　

・�

表
紙
に
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
入
れ
る
と

伝
わ
り
や
す
い

　
　

・�

一
般
質
問
の
タ
イ
ト
ル
と
最
初
の
問

い
が
合
う
よ
う
に

こ
れ
か
ら

　

�　

現
在
の
ス
タ
イ
ル
は
踏
襲
し
、
新
た
に

指
摘
さ
れ
た
箇
所
は
改
善
し
ま
す
。
皆
さ

ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る
議
会
だ
よ
り
を
発

行
し
て
い
き
ま
す
。

▼�

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
は
、
プ
ロ
（
広

報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
か
ら
直
接
講
評
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
研
修
で
す
。
福
岡
県

町
村
議
会
議
長
会
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

　

�

改
選
後
、
新
し
い
委
員
会
で
作
成
し
た
令

和
５
年
７
月
25
日
号
発
行
（
１
４
０
号
）

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

シェイクアウト訓練 (地震の際の安全確保行動)                   

提供 効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議 提供 効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

シェイクアウト訓練（地震の際の安全確保行動）

安
里

地
域
強
靱
化
計
画
の
中
で
現
状
と
課

題
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

計
画
期
間
の
２
年
目
で
あ
り
、
今
の

と
こ
ろ
、
大
き
な
課
題
は
顕
在
化
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
継
続
的
に
改
善
を
図
り
な
が
ら
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

安
里

地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
防
災
訓
練

の
現
状
と
課
題
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

消
火
訓
練
と
避
難
訓
練
の
別
で
は
調

査
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
20
の
自
治
区
で
訓

練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
し
て
い

る
自
治
区
、
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
自
治
区
、
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

安
里

令
和
４
年
度
か
ら
危
機
管
理
専
門
員

が
配
置
さ
れ
、
様
々
な
防
災
訓
練
の
手
引
き

を
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

町
長

各
自
治
区
・
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

配
布
し
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
周
知
し

ま
し
た
。
ま
た
危
機
管
理
専
門
員
が
防
災
に

関
す
る
出
前
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

安
里

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

議員
町長

地
域
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て

防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る

訓
練
を
促
進

教
育
長

生
徒
・
教
員
の
部
活
動
の
状
況
や

教
員
の
地
域
移
行
に
対
す
る
考
え
な
ど
、
現

状
や
課
題
の
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
受
け
皿
の
模
索
の
た
め
、
学
校
と
体
育
協

会
や
社
会
体
育
団
体
な
ど
と
の
協
議
会
を
設

置
し
、
検
討
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
あ

里
さと

　雅
まさ

恵
え

 議員

GoodAdvice
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頑張ってます！委員会活動　－行政視察報告－

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

岡
垣
町
ら
し
い
親
子
の

�

支
援
を
さ
ら
に
充
実

[

視
察
先
：
宮
城
県
白し
ろ

石い
し

市]

　
こ
じ
ゅ
う
ろ
う
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド

�

～
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

子
ど
も
の
屋
内
遊
び
場
を
通
じ
て
多

世
代
の
交
流
を
生
み
出
す
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
た
「
こ
じ
ゅ
う
ろ
う
キ
ッ

ズ
ラ
ン
ド
」
を
視
察
。
施
設
内
は
大
型

遊
具
を
中
心
と
し
た
体
を
使
っ
て
活
発

に
動
く
遊
び
と
、
絵
本
や
知
育
遊
び
な

ど
に
よ
り
子
ど
も
の
想
像
力
を
育
む
体

験
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

[

視
察
先
：
宮
城
県
名な

取と
り

市]

　
那
智
が
丘
支
援
セ
ン
タ
ー

�

～
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

　

那
智
が
丘
児
童
セ
ン
タ
ー
の
館
長
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
子

ど
も
の
頃
、
学
校
か
ら
帰
る
と
近
所
に
集

ま
り
、
元
気
に
遊
ぶ
。
そ
の
よ
う
な
体
験

が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
が
心
の
ま
ま
に
遊

び
、
考
え
、
話
し
合
い
、
決
め
て
い
く
こ

と
で
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
と
運
営
し
て
い
ま
し
た
。

[

視
察
先
：
宮
城
県
利り

府ふ

町]

　
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
・

�

地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー

�

～
発
達
障
害
児
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、

現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
幼
児
が
利
用

す
る
時
間
帯
で
、
保
育
士
の
方
を
中
心

に
、
親
と
子
・
祖
父
母
と
孫
が
一
緒
に

体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の

発
達
を
促
し
、
成
長
を
伸
ば
す
遊
び
の

時
間
は
、
保
護
者
の
息
抜
き
の
役
目
も

担
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
踏
ま
え
て
、
岡
垣
ら

し
い
親
と
子
の
支
援
を
さ
ら
に
充
実
し

た
も
の
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

�

委
員
長　

横
山　

貴
子

議
会
広
報
常
任
委
員
会

オ
ン
ラ
イ
ン
の
議
会
報
告
会
も

�

視
野
に
入
れ
て

[

視
察
先
：
埼
玉
県
鳩は
と

山や
ま

町]

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
・

�

議
会
報
告
会
・
懇
談
会
に
つ
い
て

　

議
会
だ
よ
り
の
内
容
を
視
覚
障
害
の

あ
る
方
に
も
情
報
を
届
け
よ
う
と
、
編

集
委
員
会
が
議
会
だ
よ
り
を
音
訳
し
、

Ｃ
Ｄ
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
断
し
た
も
の

の
今
年
度
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
岡
垣

町
同
様
に
、
町
民
と
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん

で
行
う
形
式
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

[

視
察
先
：
埼
玉
県
鶴つ
る

ヶが

島し
ま

市]

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
・

�

市
民
と
議
員
の
懇
談
会
に
つ
い
て

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
で
は
、
取
材
班

と
編
集
班
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
特
化
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
と
議
員
の
懇
談
会
は
地
域
ご
と

に
分
か
れ
て
の
開
催
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

[

視
察
先
：
埼
玉
県
坂さ
か

戸ど

市]

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
・

�

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

　

編
集
委
員
会
は
、
各
会
派
の
代
表
が

集
ま
っ
て
編
集
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
会
一
致
で
な
け
れ
ば
決
定

で
き
な
い
部
分
が
あ
り
、
非
常
に
苦
労

し
て
い
る
印
象
で
し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
、
議
会
中
継
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
、
議
場
で
定
例
会
の
報
告
を

行
っ
て
い
ま
す
。
各
委
員
長
が
委
員
会
の

報
告
を
さ
れ
る
な
ど
、
岡
垣
町
に
は
な
い

手
法
で
議
会
報
告
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
お
互
い
の
町
の

状
況
を
語
り
合
う
な
ど
、
活
発
な
意
見

交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
議
会
報
告

会
で
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
調
査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

委
員
長　

平
山　

正
法

こじゅうろうキッズランド視察

鳩山町議会議員と

10/25
▼

10/27

11/8
▼

11/10
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横
山
　
貴
子

神
崎
　
宣
昭

安
里
　
雅
恵

川
地
　
啓
輔

広
渡
　
輝
男

谷
口
　
貴
之

廣
渡
　
裕
次

細
山
田
　
修

三
隈
千
恵
子

三
角
　
善
彦

平
山
　
正
法

太
田
　
　
強

森
山
　
浩
二

　

一
月
一
日
、
石
川
県
能
登
地
方
で
震
度
７
の
地

震
と
津
波
が
発
生
し
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
皆
様
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
私
達
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
２
類
か
ら
第
５
類
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
普
段
の
生
活
が
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、そ
の
爪
痕
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、

苦
悩
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
察
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、「
街
の
幸
福
度
＆
住
み
続
け

た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
３
」で
は
、
い
ず
れ

も
福
岡
県
内
３
位
と
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
上
位

に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
会
も
新
た
な
議
員
が
加
わ
り
、新
年
を
迎
え
、

決
意
も
新
た
に
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
議
会
に
対
し
御
支
援
と
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

�

岡
垣
町
議
会
議
長　

森
山　

浩
二

13 新年あいさつ



Ｑ　�活動をされている日を教えてください。
Ａ　�第２、第４土曜日の午後１時から午後５時まで集

まっています。いこいの里で、年間約 24 回開催し
ています。

Ｑ　�会員さんはどのくらいいますか。
Ａ　�平均 80 歳以上で 42 名の会員登録があります。最

高齢は 90 歳を超えています。新型コロナウイルス
感染症の前は、毎回 30 人程度が参加していました
が、現在は 20 人程度にとどまっています。

　　�今日は、小学 1 年生の児童が初めて参加しています。
学童で将棋に触れて興味を持ったそうです。

Ｑ　�皆さんは、どのようなきっかけで会員になられたの
ですか。

Ａ　�近所の方や知り合いに誘われて参加したのがきっか
けです。町内だけでなく、宗像市や水巻町、八幡方
面から参加している方もいます。

Ｑ　�囲碁・将棋を続けてこられて、変化などはありまし
たか。また、楽しみは何ですか。

Ａ　�対局している時は集中しているので、脳の活性化に
つながっています。楽しみは、皆さんが元気に集まっ
て対局されている姿を見ている時です。

Ｑ　�会を続けていく中で、課題はありますか。
Ａ　�いこいの里までの交通の便が悪いことと、高齢化に

伴ない、役員の成り手が不足していることです。
Ｑ　�町や議会への要望はありますか。
Ａ　�囲碁・将棋の会は住民の方にあまり知られていない

ので、もっと宣伝をしてください。

会員さんの対応をしながら
取材を受けていただいた
代表の山本さん

　この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活
動内容、町や議会への要望などを取材しています。

囲碁・将棋の会は 26年間活動が続いています。
福祉施設などを訪問して、囲碁や将棋の対局を
しています。その他、子どもや高齢者、初心者
に囲碁・将棋の楽しさを教える活動もしていま
す。毎月２回、いこいの里の研修室を利用して
対局をしています。

囲碁・将棋の会は、一緒に活動する方を募集しているよ。子どもから大人まで男女関係なく大歓迎。
一緒に囲碁・将棋を楽しもう！（活動費 / 年間 500 円）
� 連絡先 093-282-5631（囲碁・将棋の会　山本）

どのテーブルも真剣勝負

心地よい静けさに包まれています
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14岡垣町イメージキャラクター
びわりん＆びわすけ

ちちいきのいきのちちからから

団体紹介：第 16 回　囲碁・将棋の会

小学生から高齢者までが集う居場所
　　　　　　　　　　　　　～初心者も大歓迎～

びわりんびわすけの


